
豊橋技術科学大学授業料免除の申請書類について

（高等教育の修学支援新制度）



申請者が持参する書類（学部学生）

学部学生（日本人）で授業料減免を希望する場合は、下記の書類を期限内に提
出する必要があります。
申請を忘れてしまうと、制度に採用されていても授業料免除を受けられないこ
ととなりますので、期限には充分注意してください。

（新規申請者）
・授業料等減免の対象者の認定に関する申請書（A様式１）
・大学等への修学支援の措置に係る学修計画書
・入学料免除，授業料免除及び日本学生支援機構奨学金に関する同意書

（継続申請者）
・授業料等減免の対象者の継続に関する申請書（A様式２）

新規申請者は３点，継続申請者は１点の書類の提出が必要です。
それぞれの様式の記入箇所は、次ページ以降を参考にしてください。



（新規で高等教育の修学支援新制度に申請する場合）
授業料等減免の対象者の認定に関する申請書（A様式１）

必ず記入が必要な箇所
（消えるペン不可）

入学前に予約採用の申込みを
行った場合に受付番号を記入
する。

A様式１とA様式２で記載
内容が違うため注意

高専で制度を利用して
いた場合は高専名と期
間を記入。支援月数に
ついては、４年次から
利用の場合は24月とな
る

該当がある場合に記入

戸籍や住民票登録地
ではなく、現在住ん
でいる住所

日付は西暦で、申請日
を記入



（新規で高等教育の修学支援新制度に申請する場合）
大学等への修学支援の措置に係る学修計画書

署名は自筆

ワープロ可。
それぞれ
400字程度
作文が必要。

忘れが多い箇所なの
で注意。



（新規で高等教育の修学支援新制度に申請する場合）
入学料免除，授業料免除及び日本学生
支援機構奨学金に関する同意書

学籍番号、所属、氏名を不備なく
記入すること



（既に制度に採用されている方は継続で減免申請する場合）
授業料等減免の対象者の継続に関する申請書（A様式２）

全項目の記入が必要。
奨学生番号も必ず記入。

戸籍や住民票登録地
ではなく、現在住ん
でいる住所

日付は西暦で、申
請日を記入


